
罪責ごとに ナンバリングな !

刑法 ・

.

・ 罪数処理 の際に術
R 2 期末試験 問 1

1. 傷害致死罪 (刑法 205条)

甲 の 一 という 行為 について 傷害致死罪の成立が考えられる
。

しい 構成要件 の傷害 @死 ③ 因果内係 ⊕ 故意
ア、 ①について 規範

事実の擬 評価傷害 とは 一 である
。短く 出来る !

甲は
、

一 という行為により 、 顔面 に ケガを 負わせ
、 人の生理的様能を今回だと

の②まとめ 0k 害した 。/よって
、
上記行為は ① に該当する 。

結論

イ、 ③ にで て rr分解 すると

危険の現実化説 [ 行為が脳梅毒 による死を生じさせる危なと有な ものか
と 現実に発生 したか

規範 を覚えるだけではなく
、

分解 し
、
あてはめができる ところまで理解する !

ウ、 ④ について

甲 は A を殴る という 行為 について 認識して いる ので
、
故広が認められる

エ、 よって 、
甲の第3暴行 は傷害致死罪の構成要件 に該当 する

(2) 達)大佐

(3) 責任

(4) よって
、

~ が成立する
。

二 科刑



事実をどのように
R 2 期末試験 間 2 評価なか を動じ

⇒ 判例の言 まわしを覚える
第 1 乙 の罪責
1、 住居侵入罪 ( 130条前 、 條 )

2. 強盗罪 (236条 1項 、
60条)

特定の犯罪行為について
、

共謀共同坑
-自己 の犯罪 として遂行する こと の虢

第2 甲の罪責
の
_

共謀 の 共謀に
_

赴く実行行為1. 住居侵入𧏛 親臨
2、 強盗罪 4正犯親

科刑上 一罪は
両罪 とも杯対な必要がある



民法
R 2 期末試験 袖 1

2020.7.1 A 2027.41きっと
1、 時系列 表、

姥

2。20.7.1 AB売買 し し てない
、
旅し) B

し

、筦たり
2027.41 AC売買 (A → C① )

「

土地に

ト
爾ら2027.11.7 CD売 、

( C- DD ) sk

2031.1.20 D → B 明凌

2、原告 の 生 の主張 は ? 返是 - 占有
✗が求める もの は ? 防害排除 - 占有以外

、⊕
→ 土地 の 明渡し
a) 所有夜に基づく返還請求枝 としての 明液獄権 } 訴訟物占有オス "

売買契約 に基づく 目的物引韶青木夜

D → B 所有権に基づく返還獄権

返超献友が認められるため の要無
の 所有夜があること (A → c → D )

② 相手方 の 占有 ( B 占有 )

③ 相手方 に 占有友原かな、

B の 反論
し ① の事実 ( AB覟 )

⇒ D は⊕具備



第三者 とはー
。

あてはめ A → c → D / 背信的 でない
推定される

2 所有枚数の 抗弁 と囃もある
↓

= 時効取得 した条2項 ) これら全て をくが対事情なく

要件 の 所有 の意思 AB売買 が 資槻場
② 平穏 ・ 公然 AB売買
③ 10年間 引渡し t 2030 ・ 7・ 1 時点 で占有
④ 占有開始時 の善意 ( 自己に所有杖がある と 信じた )
⑤ 無過失 ( 信した ことについて 、

確認調査払を尽くした )

⑥ 他人の 物 ( 自己 の物 ok )
の 援用

↓
あてはめ
↓

時効取得 成立
↓

時効取得 を D に対抗できるか?

1
時効完成前 時効完成後

↓ ↓
物友勧の当事者 の 先夜で沢な
と類似 の内系

↓

④なく して対抗可能



本文注院
た磚⇒𥖧○

122 期末試験 族内2

G → C 売買契約 に基づく 売買残代金支払請求

要件 ○ を 代金△円で超ける という超、契約の締結
・ 有杖代理 ( 99条1項 )

の 代理行為 (EG 間 で C所有の 乙に肉な売買契約 の締結)
② 顕名 ( C の代理人 と称した )
③ 代理行為に先立つイ坦友度か ( C→ E に対な代理枚授与はない )

( C → F に対する もの )

C→ G

?⃝ がない (113条 1項 ) 否認

G → c

表見代理 (109条1項 ) の成立 を主張
要件
の 代理料紐表示
② 表示された代理友の範囲内 の 行為
③ 悪意でなく

、
有過失でもない こ2~nnnnnnnennn.IO紅

競極失
親無過失では私 ! 竝証○
な 主張立証責任 本人一 代理人

って l
第三者

帰麦性の 大小 109区

の 問題
「正当な理由」 を立証く)


